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大きなジャンプアップが期待できる

――攻守コーディネーターの交代による影響は？
前任の松場守備コーディネーターが8年、大村攻撃コーディ

ネーターが4年と、それぞれ長く務めたことにより計算でき

る部分がだんだん増え安定感は大きかった半面、ジャンプ

アップできることが少なかった。両コーディネーターが交代

したことにより、トライ＆エラーはありながらも、大きなジャ

ンプアップが期待できる。

実際に新生、時本の両コーディネーターは、手法の違いは

あるものの、過去にとらわれない変化と改革を推し進めて

いる。コーチ陣、選手とも、色々な意味であがいて、皆でチー

ムを創り上げている。

――16名の新加入選手について聞かせてください
16名とも真摯な取組の選手ばかりで、誰もが劣らず貪欲に

プレーしている。そのことが既存の選手へ、非常に良い影

響を与えている。とくに誰がと言いづらいくらい、皆の取組

が素晴らしい。何人かの選手が、春から活躍するだろう。

――既存の選手について聞かせてください。
主将の古庄（#2 LB）、副将の松本（#50 OL）、KJ（#11 DL）が、

チームを牽引している。主将として3シーズン目となる古庄

は、自分自身の中で「どういうチームにしたいのか？」がよ

り見えてきており、キャプテンシーが確立されてきた。チー

ムでの求心力がより高まるという期待がある。松本は、「自

分たち自身で強い攻撃チームを創って結果を出す」というこ

とを常々色々な形で発信し、人任せにしないことを徹底す

るリーダーシップを発揮している。KJは「もっと出来る」と、

守備チームにも自身にもはっぱをかけて追い込んでいる。

これにより周囲にも「まだまだ出来る、やれる」という雰囲

気が作られている。

春シーズン開幕を前に　ヘッドコーチ 大橋　誠

いよいよ5月5日（火・祝）より、オービックシーガルズの2009年春シーズ
ンが開幕します。4年振りの日本一を目指す今年、攻守のコーディネーター
が交代しました。また、3月に行なわれたトライアウトからは、秋シーズン
の登録枠15名を超える16名の新加入選手が、パールボウルトーナメントに
出場します。新たな力がどのようにチームを押し上げているか、開幕を前に
大橋ヘッドコーチに聞きました。

NEW COMER 2009
　オービックシーガルズでは、毎年3月にトライアウトを行なう他、4月から6月の間、入部希望の選手を随時グラウンドへ招き、

テストを行います。4月30日現在、下記の16名が第一次合格者として、パールボウルトーナメントに出場します。

　下記の新加入選手を含むすべての選手は、秋シーズンでの70名枠の登録選手入りを目指し、春シーズンの試合を戦います

（新加入選手の登録枠は、15名）。

NO
3
4
13
17
21
44
47
52
55
65
76
78
81
82
84
98

Pos
DB
DB
WR
WR
RB
RB
DB
LB
LB
DL
OL
OL
WR
WR
WR
DL

氏名
清水 堅太
藤本 将司
高橋 睦已
平野 勇紀
杉原 雅俊
加藤 寛樹
井上 貴弘
藤井 裕記
上田 剛士
中田 善博
島 大輔
渡邊 翔
清水 信之
松岡 隼
岡山 真也
吉木 信二

ふりがな

しみず けんた

ふじもと まさし

たかはし　むつみ

ひらの　ゆうき

すぎはら　まさとし

かとう　ひろき

いのうえ　たかひろ

ふじい　ゆうき

うえだ たけし

なかだ　よしひろ

しま　だいすけ

わたなべ　しょう

しみず　のぶゆき

まつおか　じゅん

おかやま　しんや

よしき　しんじ

身長
166
174
167
177
175
180
173
180
177
181
180
187
177
181
178
197

体重
71
74
75
88
80
85
78
93
85
100
105
122
76
73
70
100

出身校
流通経済大学
立命館大学
日本大学
国士舘大学
日本体育大学
国士舘大学
近畿大学
近畿大学
千葉大学
関西大学
中央大学
中京大学
筑波大学
甲南大学
東京大学
駒澤大学

年齢
27
24
32
23
27
23
25
22
24
22
26
25
25
24
22
24

備考
旧オンワード所属

アサヒ飲料より移籍

旧オンワード所属

旧オンワード所属

旧オンワード所属
旧オンワード所属
旧オンワード所属
ファイニーズより移籍

旧オンワード所属
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オービックシーガルズマンスリーレポート　4月号メインスポンサー

オフィシャルスポンサー

オービックシーガルズのオフィシャルブ
ログに今シーズンから3本が加わり、計7
本となりました。
1月からの「エダ散歩」に続き、今シー
ズンよりコーチに就任した玉ノ井康昌
が“選手の内面” を紹介する「LOCK ON 
PLAYER」、オービックシーガルズOBで現
スタンフォード大コーチの河田剛さんが本
場・アメリカからの情報を雑感も交えなが
ら伝える「TKこと河田剛のUSA情報」がス
タートしました。
オフィシャルブログでは、選手やスタッ
フが、日頃の様子、各々の思い、応援して
くださる皆様へのメッセージを思いのまま
につづってまいります。続々更新される新
ブログをぜひチェックしてください。今後
ともどうぞよろしくお願いいたします。

4月20日（月）、第33回パールボウル記者発
表が行われ、大橋ヘッドコーチ、＃2古庄主将
をはじめ、選手やチアリーダーらが出席しま
した。
Xリーグからは、併せて秋季リーグ戦の再編
の説明などが行われました。これまでは18チー
ムがまず3ディビジョンに分かれてリーグ戦を
行い、各ディビジョンの上位2チームによる決
勝トーナメント（FINAL6）を行っていましたが、
今年からその間に「セカンドステージ」が導入
されます。各チームは秋の試合数が2試合増え、
またセカンドステージでは力の拮抗した試合
が増えることが予想されます。
記者発表の後は各チームがブースを出して
懇親会が行われ、オービックシーガルズもメ
ディアに向けて、パールボウルへの意気込み
をアピールしました。

新ブログ3本スタート！ パールボウル記者発表が行われました」

チームスローガン発表
2009チームスローガンは「LOCK ON」。

「それぞれが狙い（＝意志）をもってチーム

に関わる。 そして、皆の意志を集約して狙っ

たものを獲得する」－スローガンに込めた意

志を全員で共有し、今シーズンも戦ってまい

ります。

選手ブログ"ROCKERS"
個性豊かな選手たちが、プレーに賭け

る思い、熱戦の舞台裏、トレーニング

の様子などを発信していきます。

KJ's DIARY
5年目を迎えたDL#11 Kevin Jackson

選手。今シーズンは副将を務めます。

日本語での記述にもチャレンジ！

並河社長兼GMの"日本から世界へ！"
強く、愛される、開かれたチームへ。

今年は特に「アメフトのチーム強化・

組織強化」について発信します。

大橋ヘッドコーチ"Season Message"
チームの状況や自身の心意気をお伝え

していきます。「アメフトコーチの役割」

についても発信します。

玉ノ井コーチ"LOCK ON PLAYER"
今シーズンDBコーチとして日本一を目

指します。普段なかなか伝わらない、

選手の内面に迫るインタビュー記。

エダ散歩
元LB、事務局員エダ（藤田義生）。チー

ムに帯同して感じたことなどを、独特

の感性でありのままにつづります。

TKこと河田剛のUSA情報
チームOBで現在スタンフォード大学

コーチ。本場アメリカの情報を雑感も

交えながら伝えていただきます。

オフィシャルブログ
http://www.seagulls.jp/

【新サービスのご紹介】

無料の「ジュニアパス」サービスの開始
「5試合観戦でフラッグフットボールプレゼント」

今シーズンから、無料の「ジュニアパス」サービスを開始します。

もともとXリーグの試合では高校生以下の入場料は無料なのです

が、「もっと子供たち同士で、もっと親子で、試合を観に来ていた

だきたい」と考え、本サービスを開始することにしました。

「ジュニアパス」にご加入いただくと、シーズンパスを購入いた

だいたお客様と同じカードを進呈します。このカードは「ポイント

カード」で、ご来場ポイントが加算されます。そして、5試合のご

来場ポイントを獲得された方に「フラッグフットボール」を進呈す

る、という内容です。例えば、ご両親には「シーズンパス」をご購

入いただき、家族みんなでポイント獲得を楽しみながら試合観戦に

お越しいただけたらと願っております。

運営事務局　高村葉子

▲各チームの代表選手たちで写真撮影。
一番右側、ユニホームを着ているのが#2古庄主将

▲オービックシーガルズブースにて。 
（後列）左より大橋HC、#11ジャクソン副将、#17平野（新人・国
士舘大）、#21杉原（新人・オンワード）、#44加藤（新人・国士舘大）、
#2古庄主将（前列）左より大石、久保田、近藤、金沢、芳村


